
ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ19

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

丸
山
政
憲「
習
作
仏
像
彫
刻
展
」

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

 

81
・
３
０
３
０　

 

82
・
０
５
５
１

　

市
内
在
住
の
丸
山
政
憲
さ
ん
の
彫
刻

展
で
す
。
退
職
後
25
年
間
で
彫
っ
た
作

品
の
中
か
ら
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
９
日（
土
）〜
17
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
最
終
日
は
、

午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　

美
術
館　

南
の
蔵　

●
観
覧　

無
料

田
淵
行
男
記
念
館

１
月
は
市
民
の
入
館
料
が
無
料

田
淵
行
男
記
念
館

 

72
・
９
９
６
４　

 

88
・
２
０
１
０

　

田
淵
行
男
記
念
館
で
は
、
市
民
の
人

に
地
元
の
美
術
館
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
１
月
中

は
、
入
館
料
を
無
料
と
し
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ゆ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞
く
だ

さ
い
。

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
休
館
日　

月
曜
日

（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌

日
）

烏
川
渓
谷
緑
地
の
催
し

長
野
県
烏
川
渓
谷
緑
地　

環
境
管
理
事
務
所

 
 

73
・
０
２
０
３

karasu@
anc-tv.ne.jp

第
82
回
か
ら
す
の
学
校 

”ア
ニ
マ
ル

･

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
学
習
会
（
座
学
）“

　

冬
は
野
生
動
物
の
活
動
の
様
子
を
知

る
の
に
適
し
た
季
節
。
そ
う
し
た
動
物

た
ち
の
活
動
の
様
子
や
痕
跡
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

●
日
時　

１
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

第
83
回
か
ら
す
の
学
校 

”ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
“

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
は
い
て
、
野
生
動

物
の
足
跡
や
痕
跡
・
樹
木
観
察
な
ど
、

雪
の
烏
川
渓
谷
緑
地
の
自
然
を
楽
し
み

ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
の
催
し

堀
金
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
事
務
局

 
 

72
・
６
３
４
０

市
制
施
行
10
周
年
記
念

「
新
春
さ
わ
や
か
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
」

参
加
者
募
集
！

　

１
年
の
幕
開
け
を
マ
ラ
ソ
ン
で
さ
わ

や
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
！
２
キ
ロ
、

３
キ
ロ
、５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
、

自
分
に
適
し
た
距
離
を
自
分
の
ペ
ー
ス

で
走
り
ま
す
。

●
日
時　

１
月
１
日
（
金
）
午
前
11
時

ス
タ
ー
ト

●
集
合
場
所　

午
前
10
時
30
分
ま
で

に
堀
金
多
目
的
屋
内
運
動
場
「
常
念

ド
ー
ム
」
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料　

１
人
１
０
０
円（
保
険
料
）

当
日
、
受
け
付
け
の
際
に
納
入
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み　

申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
当
日
、
集
合
場
所
へ
お
集
ま
り

く
だ
さ
い

貞享義民記念館　平成28年度企画展の募集
 貞享義民記念館　　77・7550　　77・7551

　平成 28 年度に当館１階企画展示室で、各種展示等を行いたい人、団体を募集します。

●応募方法　企画展申込書を当館へお持ちいただくか、郵送してください。申込書は当館の受付カウンターに備
え置きます。

●募集期間　１月 31 日（日）まで
＊締め切り後でも随時申し込みを受け付けます。
●送付先　〒 399-8101　安曇野市三郷明盛 3209　貞享義民記念館
●その他　企画内容、申込数によっては採用できない場合もあります。

問題１　安曇野市名誉市民で、明科地域
出身の能楽師は誰でしょうか。
①田淵行男　　②熊井啓
③髙橋節郎　　④青木祥二郎

問題２　昭和 10 年代に犀川下流の千曲
川（信濃川）に発電用ダムがつくられ
る前まで盛んに遡上し、犀川の支流で
古くから漁の対象となっていた魚はど
れでしょうか。
①ウグイ　　②カジカ
③サケ　　　④アユ

問題３　平成 10 年（1998）１月 28 日
に旧堀金村と災害時相互支援協定を結
び、平成 18年（2006）９月 30日に、
安曇野市として友好都市提携を結び直
した自治体は何県にあるでしょうか。
①千葉県　　　②埼玉県
③神奈川県　　④静岡県

問題４　樹高が約 33 ｍ、胸高直径が約
2.3 ｍあるという下の写真の巨木は、
次のうちどれでしょうか。
①吉野荒井堂の大銀杏
②正福寺の杉
③一日市場東の大桑
④穂高神社大門のケヤキ

答えは23ページ

問生涯学習課社会教育担当（ 71・2466）

ま
す
。

●
日
時　

１
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午

●
場
所　

長
野
県
烏
川
渓
谷
緑
地
水
辺

エ
リ
ア

●
講
師　

両
日
と
も　

植
松
晃
岳
さ
ん

（
野
生
生
物
資
料
情
報
室
・
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
）

●
参
加
料　

無
料 

●
定
員　

両
日
と
も
25
人 

●
申
し
込
み　

12
月
20
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
県
烏
川
渓
谷
緑
地
環
境
管

理
事
務
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
10
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
レ
ス
ト

ラ
ン
参
加
者
募
集
！

　

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

を
家
族
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
冬

場
の
運
動
不
足
解
消
に
お
す
す
め
で

す
。

●
日
時　

１
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
受
付
午
前
８
時
45
分
〜
）

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
対
象　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
と
子

ど
も
（
小
学
生
以
下
）
の
チ
ー
ム

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
ス

ポ
ネ
ッ
ト
常
念
会
員
の
い
る
チ
ー
ム

は
３
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

１
月
８
日
（
金
）
ま
で

に
堀
金
総
合
体
育
館
窓
口
で
申
込
用

紙
に
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行
10
周
年
記
念「
ヒ
ダ
ノ

修
一
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
太
鼓
マ
ス
タ
ー
ズ　

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
６
」in
安
曇
野

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

 

81
・
３
１
１
１　

 

82
・
０
９
６
６

　

市
制
10
周
年
を
記
念
し
て
中
学
校
の

音
楽
教
科
書
の
編
集
を
担
当
し
て
い
る

ヒ
ダ
ノ
修
一
さ
ん
率
い
る
「
ヒ
ダ
ノ
修

一
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
太
鼓
マ
ス
タ
ー
ズ
」
公
演

を
開
催
し
ま
す
。
世
界
で
活
躍
す
る
プ

ロ
の
熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

３
月
５
日
（
土
）
開
演
午
後

６
時
（
約
２
時
間
）

●
入
場
料　

２
０
０
０
円
（
全
席
指
定

席
）
未
就
学
児
入
場
不
可

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

１
月
５
日
（
火
）

か
ら
「
み
ら
い
」
窓
口
で
販
売
し
ま

す
。（
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分
）

電
話
で
の
予
約
は
、
市
外
の
人
の
み

で
す
。
完
売
に
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
】

　

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
小
学
４
年
生

以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
演
奏
体
験
を

行
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
５
日
（
土
）
午
後
４
時

〜
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
の
際
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

先
着
30
人

●
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

　昨年のマラソン大会の様子

　ヒダノ修一with 太鼓マスターズ

生涯学習・施設の催し
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